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 廃棄される農作物の可能性 〜⾷料ロスと新たな資源活⽤〜 
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 1.はじめに 

  ⾷品ロスの問題に関⼼を持つようになったきっかけは、農作物が⾒た⽬やサイズなどの規 
 格に合わないだけで廃棄されるという現状を知ったことだ。⾷べられるにもかかわらず捨て 
 られてしまう野菜や果物が⼤量に存在する⼀⽅で、⾷料不⾜が問題となっている。この⽭盾 
 に対して疑問を感じ、解決策を模索するために、このテーマについて探求することを決め 
 た。  
  本論⽂では、畑で廃棄される規格外野菜と⽣産過剰による野菜の廃棄問題に焦点を当て、 
 ⾷品ロスの原因と解決策について考察する。また、私が⾏った「にんじんから紙を作る」と 
 いう取り組みを含め、農作物を無駄にしないための具体的な⽅法を提案する。 

 2.序論 

 研究の⽬的は、畑で廃棄される野菜や果物の現状を明らかにし、それらが廃棄される原因を 
 分析することにある。特に、規格外品や⽣産過剰に注⽬し、これらの⾷品ロスに対する解決 
 策を検討する。 

  これまでの研究では、豊作による供給過剰や市場の規格に合わない野菜が廃棄される問題 
 が指摘されている。規格外品は、形やサイズが基準を満たさないために市場で評価されず、 
 販売されることが難しい。また、供給過剰により販売価格が下がり、収益が取れないため、 
 廃棄が選択されることもある。 

  本研究では、インタビューや⽂献調査を通じて、畑で廃棄される野菜の現状とその原因を 
 データとして収集した。また、⾃⾝で⾏った実験として、規格外のにんじんを使⽤して紙を 
 作る試みを実施し、その効果や可能性を分析した。 

 3.本論 

  まず、豊作による供給過剰が野菜の廃棄に⼤きく影響していることがわかった。例えば、 
 葉物野菜は⽇持ちしないため、供給が過剰になると出荷しても⾚字となり、農家は廃棄せざ 
 るを得ない。さらに、規格外の野菜は市場で適正な価格がつかず、出荷する意義を⾒出せな 
 いため廃棄されることが多い。 

  ⼀⽅、規格外の野菜を廃棄するのではなく、活⽤するための新しい取り組みも存在する。 
 例えば、⾷品加⼯会社が規格外品を買い取り、スムージーやジャムなどの加⼯品にする試み 
 が進められている。また、私の研究では、廃棄されるはずのにんじんを使って紙を作ること 
 に成功した。 

  作成⼿順として、まずにんじんを細かく刻んでから煮て柔らかくし、これを細かく繊維化 
 させた。次に、その繊維を⽔と混ぜ合わせ、紙をすく⼯程を⾏った。最後にそのシートを乾 
 燥させ、にんじん由来の紙が完成した。完成した紙は薄くて柔らかい質感を持っており、オ 
 レンジ⾊の微かな⾊合いが残る仕上がりとなった。この結果から、廃棄される野菜の繊維も 



 紙として活⽤することで、リサイクル可能な紙が作られ、廃棄物を新たな資源に変える⼀例 
 となった。 

 4.結論 

  ⾷品ロスの原因として、供給過剰や市場規格の厳しさが⼤きく影響していることが明らか 
 になった。これらの問題に対する解決策として、バイオマス活⽤や加⼯品としての再利⽤が 
 有効な⼿段である。また、にんじんの紙をはじめとする農作物の新しい活⽤法は、廃棄物を 
 減らすだけでなく、持続可能な資源循環の⼀部となる可能性を秘めている。 

  本研究では、畑で廃棄される野菜や果物の現状とその原因について明らかにし、特に豊作 
 による供給過剰や市場の規格外品の問題に焦点を当てた。また、にんじんの紙作りなどの取 
 り組みを通じて、⾷品ロスを減らし、廃棄物を資源に変える新しいアプローチを提案した。 

  今後の課題としては、農業と市場の連携を強化し、より多くの規格外品や過剰供給品を活 
 ⽤するための技術や仕組みを拡充することが求められる。 
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